
ご
挨
拶

昨
年
は
当
寺
に
と
っ
て
数
十
年
に

一
度
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
に
は
、
不
動
堂
・
稲
荷
堂
の

再
建
に
対
す
る
祝
賀
の
儀
式
で
あ
る

落
慶
法
要
、
な
ら
び
に
先
代
住
職
十
三

回
忌
法
要
の
二
つ
の
大
き
な
行
事
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
平
素
よ
り
当
寺
護
持
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
お
か

げ
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
最
後
の
年
と
な
る
今
年
は
更

に
精
進
を
重
ね
、
年
中
行
事
を
執
り
行

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
、
大
人
の
寺
子
屋
な
ど
で
「
健

や
か
な
魂
（
霊
）
は
真
ん
丸
で
オ
レ
ン

ジ
色
に
輝
い
て
い
る
」
と
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
現
世
を
離
れ
た
魂
だ

け
で
な
く
、
現
世
を
生
き
る
皆
様
の
魂

に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
今
後
は
、
多

く
の
魂
が
健
や
か
に
な
る
た
め
の
秘

訣
を
探
求
し
、
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
心
と
身
体
の
健
康

を
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
31
年
の
干
支
暦
「
己
亥
」

今
年
の
干
支
暦
は
己
亥
（
つ
ち
の
と

の
い
）
に
あ
た
り
ま
す
。
己
は
十
干
、

亥
は
十
二
支
の
ひ
と
つ
で
、
干
支
と
は

十
干
と
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
を
指
し
ま
す
。
陰
陽
五
行
説
で
は
、

己
は
「
土
」、
亥
は
「
水
」
の
性
質
を

持
ち
、こ
の
二
つ
は
「
土
剋
水
」
と
言
っ

て
お
互
い
を
制
約
す
る
関
係
に
あ
り

ま
す
。
ど
っ
し
り
と
動
か
な
い
性
質
の

土
に
水
が
加
わ
る
と
「
土
が
水
を
塞
き

止
め
、
よ
ど
ま
せ
る
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
流
れ
が
滞

り
、
う
ま
く
循
環
し
難
い
年
と
な
る
で

し
ょ
う
。
流
れ
＝
代
謝
と
い
う
面
で
は

身
体
の
健
康
に
も
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。一

方
、
よ
ど
む
と
い
う
状
態
は
四
散

す
る
も
の
を
塞
き
止
め
、
ま
と
め
て
い

る
と
い
う
解
釈
も
で
き
ま
す
。
つ
ま

り
、
昨
年
の
干
支
で
あ
る
「
戌
」
に
は

明
暗
が
分
か
れ
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
不
安
定
な
年
で
し
た
。
し
か
し
今

年
は
そ
ん
な
状
態
を
統
制
で
き
る
年

と
な
る
と
も
い
え
ま
す
。
お
の
ず
と
道

が
明
確
に
な
り
、
不
安
定
だ
っ
た
関
係

も
繋
が
り
始
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
。

過
去
の
大
地
震
で
老
朽
化
し
た
木
造

ゆ
く
年
く
る
年

家
屋
の
多
く
が
倒
壊
し
、
火
災
な
ど
の

二
次
災
害
を
引
き
起
こ
し
被
害
を
拡

大
さ
せ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
万
松
寺
で

は
戦
後
に
建
設
さ
れ
た
木
造
の
建
物

の
諸
堂
を
、
耐
震
・
耐
火
性
の
あ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
新
諸
堂
「
白
龍

館
」
と
し
て
再
建
し
ま
し
た
。

こ
の
新
諸
堂
「
白
龍
館
」
は
、
災
害

発
生
時
に
、
避
難
所
と
な
る
白
龍
ホ
ー

ル
、
発
電
機
や
井
戸
水
な
ど
自
立
し
た

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
食
糧
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
必
需
品
の
備
蓄
な
ど

「
地
域
防
災
協
力
事
業
所
」
と
し
て
地

域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
備

え
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
は
白
龍
館

を
基
盤
に
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
ま

と
ま
り
、
明
る
い
未
来
を
紡
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

萬
松
寺　

四
十
二
世
住
職

大
藤　

元
裕
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転読

古
来
日
本
で
は
、
旧
暦
（
太
陰
暦
）

の
四
季
を
表
す
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・

立
冬
の
前
日
を
節
分
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
新
暦
（
太
陽
暦
）
が
採
用

さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
一
年
の
季
節
の
初

め
で
あ
る
立
春
の
前
日
を
節
分
と
し
て

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

飛
鳥
時
代
に
文
武
天
皇
が
、
宮
中
行

事
と
し
て
大
晦
日
（
旧
暦
12
月
30
日
）

に
鬼
払
い
の
儀
式
「
追
儺
式
（
つ
い
な

し
き
）」
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
季
節

の
変
わ
り
目
で
あ
る
節
分
は
邪
気
が
入

り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
鬼
を
払
い
、
厄
難
を
追
い
払
う
追

儺
式
は
、
新
し
い
門
出
で
あ
る
立
春
か

ら
先
の
幸
福
を
祈
る
「
節
分
会
」
と
し

て
社
寺
民
間
へ
と
広
ま
っ
て
行
き
ま
し

た
。「豆

ま
き
」
は
厄
難
を
追
い
払
う
習

わ
し
の
一
つ
で
す
。
五
穀
の
一
つ
で
穀

霊
が
宿
る
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
大

豆
を
用
い
て
行
い
ま
す
。
生
の
大
豆
を

使
い
、
拾
い
忘
れ
た
も
の
か
ら
芽
が
出

て
し
ま
う
と
縁
起
が
悪
い
と
さ
れ
、

炒
っ
た
豆
が
使
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
恵
方
は
「
東
北
東
」。

「
恵
方
」
と
は
、
陰
陽
道
で
そ
の
年

の
干
支
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
方
位

の
こ
と
で
、「
吉
方
位
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
恵
方
は
４
つ
の
方
位
が

５
年
間
で
一
巡
す
る
よ
う
に
定
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
恵
方
の
先
に
あ
る
お

寺
に
お
参
り
に
行
く
と
縁
起
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
恵
方
と

聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
の
一
つ
が

「
恵
方
巻
き
」。
こ
れ
は
、
節
分
の
夜
に

恵
方
に
向
か
っ
て
、
願
い
事
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
太
巻
き
を
無
言
丸
か
じ
り

し
て
食
べ
き
る
と
願
い
が
叶
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

節
分
会

北

南

西 東

西南西

南西
南南西

西北西

北西
北北西

東北東
北東

北北東

東南東

南東
南南東

2019年「吉方位」

万
松
寺
の
節
分
会

万
松
寺
で
は
、
毎
年
２
月
３
日
に

「
節
分
会
」
を
行
い
ま
す
。
節
分
会
で

は
、
厄
払
い
祈
祷
を
行
い
、
祈
祷
の
後

に
厄
除
け
豆
ま
き
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ま
た
同
日
に
「
身
代
不
動
明
王
祈

願
・
星
祭
」
を
行
い
ま
す
。
年
の
変
わ

り
目
で
あ
る
節
分
に
、
本
命
星
・
当
年

星
を
供
養
し
、
悪
い
年
は
悪
事
災
難
を

免
れ
る
よ
う
、
ま
た
善
い
年
は
一
層
善

く
な
る
よ
う
祈
祷
し
ま
す
。

万
松
寺
で
は
正
月
の
元
旦
と
２
日
の

二
日
間
、
信
長
公
が
ご
加
護
に
よ
り
銃

撃
を
免
れ
た
と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な

身
代
不
動
の
ご
真
前
に
て
、
大
禍
の
な

い
平
穏
な
一
年
を
祈
祷
す
る
大
般
若
会

（
だ
い
は
ん
に
ゃ
え
）
を
行
な
い
ま
す
。

大
般
若
会
の
祈
祷
で
は
、
西
遊
記
の

登
場
人
物
と
し
て
も
有
名
な
玄
奘
三
蔵

（
げ
ん
じ
ょ
う
さ
ん
ぞ
う
）
が
亡
く
な

る
直
前
ま
で
生
涯
を
か
け
て
翻
訳
し
た

総
字
数
約
５
０
０
万
字
、
全
６
０
０
巻

に
も
及
ぶ
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
（
だ

い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
き
ょ
う
）」
が

書
か
れ
た
経
本
を
左
記
の
写
真
の
様
に

天
に
掲
げ
、
左
右
や
前
後
に
振
り
パ
ラ

パ
ラ
と
開
閉
さ
せ
る
転
読
と
い
う
技
法

を
使
っ
て
お
経
を
読
み
ま
す
。
こ
の
転

読
の
時
に
起
き
る
風
に
は
無
病
息
災
の

ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祈
祷
の
際
に
実
際
に
僧
侶
が
読
経
し

て
い
る
お
経
は
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多

心
経
（
ま
か
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
し

ん
き
ょ
う
）」
で
す
。
こ
れ
は
、「
大
般

若
波
羅
蜜
多
経
」
の
中
の
「
空
（
く
う
）」

の
思
想
を
２
６
２
文
字
に
ま
と
め
、
読

み
上
げ
や
す
く
し
た
も
の
で
、
広
く
世

間
に
広
が
っ
て
い
る
お
経
で
す
。

前厄
平成 8 年生

24歳

本厄
平成 7 年生

25歳

後厄
平成 6 年生

26歳

昭和54年生

41歳

昭和53年生

42歳

昭和52年生

43歳

昭和35年生

60歳

昭和34年生

61歳

昭和33年生

62歳

前厄
平成14年生

18歳

本厄
平成13年生

19歳

後厄
平成12年生

20歳
昭和63年生

32歳
昭和62年生

33歳
昭和61年生

34歳
昭和59年生

36歳
昭和58年生

37歳
昭和57年生

38歳
昭和35年生

60歳
昭和34年生

61歳
昭和33年生

62歳

男 

性

女 

性

平 成 3 1 年  厄 年 表
※年齢は数え年で表記しております。

■
2
月
3
日（
日
）

厄
除
け
祈
祷
・
特
別
豆
ま
き

時　

間　

15
時
半
〜
16
時
半

（
16
時
受
付
終
了
）

祈
祷
料

（
枡
無
）　

４
０
０
０
円

（
枡
有
）　

５
５
０
０
円

■
ゲ
ス
ト
：
武
蔵
川
親
方

武
蔵
川
部
屋
グ
ッ
ズ
付
（
先
着
）

厄
除
け
祈
祷
・
豆
ま
き

時　

間　

10
時
〜
15
時
半

（
15
時
受
付
終
了
）

祈
祷
料

（
枡
無
）　

３
０
０
０
円

（
枡
有
）　

４
５
０
０
円

星　

祭

時　

間　

10
時
〜
17
時

（
16
時
半
受
付
終
了
）

祈
祷
料　
　

３
０
０
０
円

節
分
会

初
詣
大
般
若
会
は
「
修
正
会
（
し
ゅ

し
ょ
う
え
）」
と
も
い
わ
れ
、
も
と
も

と
は
前
年
の
行
い
を
懺
悔
す
る
も
の
で

し
た
が
、
平
安
時
代
く
ら
い
か
ら
前
年

の
反
省
を
し
、
そ
の
年
の
平
穏
を
願
い

決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
へ
と
変
わ
っ

き
た
そ
う
で
す
。

■
初
詣
大
般
若
会

正
月
元
旦
（
火
）
２
日
（
水
）

開
催
時
間　

10
時
〜
16
時

受
付
時
間　

９
時
半
〜
15
時
半

祈
祷
場
所　

不
動
堂

受
付
場
所　

本
堂
１
階

永
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
人
々
の
願

い
を
叶
え
て
き
た
白
雪
稲
荷
。

そ
の
昔
、
万
松
寺
門
前
の
甘
酒
屋
が

そ
の
ご
加
護
に
よ
り
代
々
栄
え
た
と
い

う
、
商
売
繁
盛
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
白

雪
稲
荷
の
ご
真
前
に
て
、年
中
の
繁
盛
・

繁
栄
を
祈
祷
す
る
初
稲
荷
大
祭
を
行
い

ま
す
。

ご
祈
祷
後
は
お
稲
荷
様
に
ち
な
ん
だ

粗
飯
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
す
。

■
初
稲
荷
大
祭

１
月
７
日
（
月
）

開
催
時
間　

11
時
〜
14
時

受
付
時
間　

11
時
〜
13
時
半

祈
祷
場
所　

稲
荷
堂

受
付
場
所　

総
合
受
処

祈
祷
会
で
の
お
授
け
物

□
御　

札

（
大
般
若
、
祈
祷
、
祈
願
ご
参
加

の
方
）

新
年
に
新
調
さ
れ
る
方
が
多
い
、

縁
起
物
の
ひ
と
つ
で
す
。

仏
壇
ま
た
は
玄
関
の
中
側
に
お
祀

り
頂
き
ま
す
。
御
札
の
表
が
南
も

し
く
は
東
を
向
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

□
破
魔
矢

（
大
般
若
、
祈
祷
、
ご
参
加
の
方
）

今
年
の
干
支
絵
馬
が
付
い
た
縁
起

物
で
す
。

頭
の
高
さ
よ
り
高
い
位
置
に
お
祀

り
頂
き
ま
す
。
矢
の
先
は
、
そ
の

年
の
凶
の
方
角
に
向
く
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
凶
の
方
角
は
、
そ

の
年
の
干
支
の
方
角
と
反
対
と
な

る
た
め
、今
年
の
干
支
の
「
亥
（
北

北
西
微
西
）」
の
反
対
で
あ
る
「
巳

（
南
南
東
微
東
）」
が
今
年
の
凶
の

方
角
と
な
り
ま
す
。

ご
祈
祷
料
と
御
供
物

■
大
般
若　

１
万
円

（
大
般
若
札
・
破
魔
矢
（
大
）・

身
代
わ
り
餅
・
暦
）

■
祈　

祷　

５
０
０
０
円

（
御
札
・
破
魔
矢
・
身
代
わ
り
餅
・

暦
）

○
御
供
え
餅
（
献
餅
）

１
升　
　
　

  

３
０
０
０
円

○
大
ロ
ー
ソ
ク  

１
０
０
０
円

○
中
ロ
ー
ソ
ク     

５
０
０
円

初
稲
荷
大
祭

初
詣
大
般
若
会

◀身代わり餅

▲暦

23



年
間
行
事

霊
験
あ
ら
た
か
な
身
代
不
動
の
ご
真
前
に
て
︑
大
禍
の
な
い
平

穏
な
一
年
を
祈
祷
す
る
大
般
若
会
を
行
な
い
ま
す
︒

墓
地
や
納
骨
堂
に
眠
る
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
に
︑
新
年
の
ご

挨
拶
を
兼
ね
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

初
詣
大
般
若
会

行
事
・
祈
祷
・
供
養
の
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は

祈
祷
受
処
ま
た
は 

０
５
２-

２
６
２-

０
７
３
５

（
年
中
無
休　

９
時
〜
20
時
）
に
て
承
り
ま
す

※

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
万
松
寺
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

10
時
〜
16
時

11
時
〜
14
時

正
午
〜
17
時

不
動
堂
・
稲
荷
堂

１
月

２
月

１
日（
火
）

２
日（
水
）

お
釈
迦
様
が
沙
羅
の
木
の
下
で
入
滅
︵
亡
く
な
る
こ
と
︶
さ
れ

た
日
に
︑
遺
徳
を
慕
い
報
恩
感
謝
の
法
要
を
営
み
ま
す
︒

涅
槃
会

本
堂
夕
方

15
日（
金
）

万
松
寺
開
基
で
あ
る
織
田
信
秀
公
︵
織
田
信
長
公
の
父
︶
の
命

日
供
養
を
営
み
ま
す
︒

信
秀
忌

11
時
〜
14
時

本
堂

３
月

４
月

３
日（
日
）

稲
荷
の
日
で
あ
る
旧
暦
初
午
の
日
に
︑
白
雪
稲
荷
の
ご
真
前
に

て
五
穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
の
祈
祷
を
行
い
ま
す
︒

初
午
会

11
時
〜
14
時

稲
荷
堂

10
日（
日
）

震
災
や
災
害
で
亡
く
な
っ
た
世
界
中
の
方
を
悼
み
︑
復
興
・
再

生
へ
の
祈
り
を
込
め
て
︑
追
悼
法
要
を
営
み
ま
す
︒

彼
岸
︵
浄
土
︶
と
此
岸
︵
現
世
︶
が
近
く
な
る
と
さ
れ
る
春
彼

岸
の
時
期
に
︑
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

災
害
物
故
者
追
悼
法
要

14
時
半

本
堂

10
日（
日
）

お
釈
迦
様
が
花
園
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
４
月
８
日
の
降
誕
会

を
祝
し
︑
誕
生
仏
に
甘
茶
を
灌
ぐ
花
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
︒

花
ま
つ
り
︵
降
誕
会
︶

境
内

７
日（
日
）

５
月

28
日
の
不
動
縁
日
の
中
で
も
︑
春
の
縁
日
大
祭
と
し
て
大
般
若

会
を
行
い
ま
す
︒

春
期
不
動
明
王
大
祭

10
時
〜
15
時

不
動
堂

28
日（
火
）

春
彼
岸
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

22
日（
金
）

23
日（
土
）

正
月
合
同
法
要

11
時
〜

白
龍
ホ
ー
ル

２
日（
水
）

３
日（
木
）

門
前
の
甘
酒
屋
が
代
々
栄
え
た
こ
と
に
あ
や
か
り
︑
白
雪
稲
荷

の
ご
真
前
に
て
︑
仕
事
始
め
の
開
運
祈
祷
を
行
い
ま
す
︒

初
稲
荷
大
祭

稲
荷
堂

７
日（
月
）

正
月
飾
り
や
古
い
御
札
・
お
守
り
な
ど
を
︑
読
経
と
浄
火
に
よ

り
供
養
す
る
お
焚
き
上
げ
を
営
み
ま
す
︒

昇
龍
焚
き
上
げ

12
日（
土
）

立
春
の
節
分
に
︑
開
運
招
福
の
祈
祷
と
豆
ま
き
を
行
い
ま
す
︒

ま
た
︑
本
命
星
の
除
災
招
福
を
祈
祷
す
る
星
祭
も
行
い
ま
す
︒

節
分
会
・
星
祭

本
堂

３
日（
日
）

秋
彼
岸
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

９
月

20
日（
金
）

21
日（
土
）

12
月

13
時

お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
か
れ
た
成
道
会
を
祝
う
と
と
も
に
︑

お
釈
迦
様
を
救
っ
た
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
功
績
を
称
え
ま
す
︒

ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り

本
堂

８
日（
日
）

０
時

元
気
に
な
っ
た
春
の
気
で
一
年
を
よ
り
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
除
夜
の
鐘
を
撞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

除
夜
法
会

白
龍
ホ
ー
ル

31
日（
火
）

彼
岸
︵
浄
土
︶
と
此
岸
︵
現
世
︶
が
近
く
な
る
と
さ
れ
る
秋
彼

岸
の
時
期
に
︑
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

10
時
〜
15
時

28
日
の
不
動
縁
日
の
中
で
も
︑
秋
の
縁
日
大
祭
と
し
て
大
般
若

会
を
行
い
ま
す
︒

秋
期
不
動
明
王
大
祭

不
動
堂

28
日（
土
）

お
盆
合
同
法
要

白
龍
ホ
ー
ル

９
日（
金
）

10
日（
土
）

11
日（
日
）

ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
が
浄
土
か
ら
現
世
に
帰
っ
て
く
る
旧
盆

の
時
期
に
︑
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

夕
刻
に
松
明
を
焚
き
︑
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
の
精
霊
を
仏
様

の
浄
土
へ
お
送
り
し
ま
す
︒

お
盆
合
同
法
要

13
時

白
龍
ホ
ー
ル

７
月

14
日（
日
）

ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
が
浄
土
か
ら
現
世
に
帰
っ
て
く
る
新
盆

の
時
期
に
︑
追
善
供
養
を
営
み
ま
す
︒

奉
納
さ
れ
た
短
冊
や
護
摩
木
に
書
か
れ
た
諸
願
成
就
を
祈
祷

し
︑
お
焚
き
上
げ
を
行
い
ま
す

旧
暦
七
夕

17
時

本
堂

８
月

７
日（
水
）

夕
刻
に
松
明
を
焚
き
︑
ご
先
祖
様
や
大
切
な
方
の
精
霊
を
現
世

へ
お
迎
え
し
ま
す
︒

迎
え
火

17
時
・
18
時

本
堂

12
日（
月
）

送
り
火

17
時
・
18
時

本
堂

15
日（
木
）

水
の
子
を
お
供
え
し
︑
甘
露
門
の
読
経
に
よ
り
餓
鬼
道
に
堕
ち

苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
供
養
を
行
い
ま
す
︒

施
食
会

13
時
〜
15
時

本
堂

24
日（
土
）

■
ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り 

宵
山　
７
日︵
土
︶　

18
時　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

身
代
不
動
明
王
縁
日

毎
月
28
日
開
催

●
身
代
わ
り
餅
つ
き
18
時
～
●

祈
祷
・
供
養

随
時
受
付

２
０
１
９

こ
れ
か
ら
の
行
事
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万
松
寺
日
記

■
平
成
30
年
12
月
16
日
（
日
）

火
防
の
力
を
持
つ
秋
葉
三
尺
坊
大

権
現
の
ご
真
前
に
て「
火
盗
潜
消（
か

と
う
せ
ん
し
ょ
う
）」「
商
売
繁
盛
」

な
ど
の
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。

秋
葉
大
祭
は
、
毎
年
12
月
16
日
に

大
須
新
天
地
通
商
店
街
の
方
々
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
30
年
12
月
8
日
（
土
）

ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り
は
お
釈
迦
様

が
お
悟
り
を
開
か
れ
た
日
を
お
祝
い

す
る
お
祭
り
で
、
毎
年
12
月
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

恒
例
の
ス
ジ
ャ
ー
タ
姫
道
中
で

は
、
地
元
ア
イ
ド
ル
Ｏ
Ｓ
☆
Ｕ
、Ｂ

Ｓ
Ｊ
の
皆
さ
ん
や
大
須
学
区
の
こ
ど

も
達
が
ス
ジ
ャ
ー
タ
姫
に
扮
し
大
須

商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

秋
葉
大
祭

ス
ジ
ャ
ー
タ
ま
つ
り

■
平
成
30
年
11
月
25
日
（
日
）

白
龍
館
落
慶
法
要
、
総
回
向
を
営

み
ま
し
た
。
ま
た
首
座
法
戦
式
、
桂

昌
寺
晋
山
上
堂
、
先
住
十
三
回
忌
法

要
も
併
せ
て
営
み
ま
し
た
。

当
寺
に
と
っ
て
数
十
年
に
一
度
の

仏
教
儀
式
で
し
た
が
、
多
く
の
皆
様

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
つ
つ
が

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
ご
多
忙
の
中
、
多
く
の
皆

様
に
ご
参
詣
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

落
慶
法
要

Ａ 

か
ら
揚
げ

か
ら
揚
げ
専
門
店 

ま
る
芳

新
な
ご
や
め
し
コ
ン
テ
ス
ト
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
か
ら
揚

げ
専
門
店
。
友
人
の
ヒ
ン
ト
を
も

と
に
生
ま
れ
た
小
倉
あ
ん
と
ホ

イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

は
、
卵
や
ニ
ン
ニ
ク
を
使
用
し
て

い
な
い
ま
る
芳
の
か
ら
揚
げ
と
意

外
に
相
性
バ
ッ
チ
リ
。

Ｃ 

焼
き
小
籠
包

包
包
亭
（
パ
オ
パ
オ
テ
イ
）

も
ち
も
ち
の
生
地
に
具
材
を
詰

め
、
焼
き
餃
子
の
様
に
カ
リ
ッ
と

焼
き
上
げ
た
台
湾
の
焼
き
小
籠
包
。

口
の
中
に
熱
々
の
肉
汁
が
溢
れ
る

肉
包
（
ロ
ウ
パ
オ
）
と
野
菜
の
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
が
残
る
ヘ
ル
シ
ー
な

菜
包
（
ツ
ァ
イ
パ
オ
）
の
２
種
類

が
選
べ
ま
す
。
激
辛
チ
リ
ソ
ー
ス

や
ニ
ン
ニ
ク

ト
ッ
ピ
ン
グ

で
ア
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

Ａ

Ｂ 

か
ら
揚
げ

李
さ
ん
の
台
湾
名
物
屋
台

日
本
の
唐
揚
げ
ブ
ー
ム
に
火
を

つ
け
た
有
名
店
。
台
湾
出
身
の
李

さ
ん
が
本
場
台
湾
屋
台
の
か
ら
揚

げ
を
大
須
で
再
現
！
パ
リ
パ
リ
＆

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感
の
か
ら
揚
げ

に
、
特
製
の
ピ
リ
辛
ス
パ
イ
ス
が

や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。
辛
さ
の

レ
ベ
ル
は
４
段
階
（
多
い
・
普
通
・

少
な
め
・
な
し
）
か
ら
選
べ
る
の
で
、

辛
い
の
が
好
き
な
方
も
辛
さ
が
苦

手
な
方
も
安
心
し
て
お
召
し
上
が

り
頂
け
ま
す
。

万
松
寺
周
辺
の

大
人
気
食
べ
歩
き

グ
ル
メ
　
第
❷
弾

小倉クリームから揚げ
3個入り 420円

肉包（ロオパオ）
160 円

台湾から揚げ
500 円

万松寺ビル

万松寺

メガタウン

万松寺通

赤門通
新
天
地
通

大
津
通

前
回
に
引
き
続
き
、
万
松
寺
周

辺
の
行
列
の
出
来
る
食
べ
歩
き
グ

ル
メ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、

軽
食
や
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
な

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
「
か
ら
揚
げ
」
や

あ
つ
あ
つ
の
「
中
華
ま
ん
」
を
特

集
し
ま
す
。

仏様に祈って吉凶を占う籤
（くじ）。吉凶よりも書かれ
ている内容をしっかり読
み、心に留めて生活の指針
としましょう。

大吉
吉
半吉
小吉
末吉
末小吉
凶

万松寺の吉凶

おみくじ
運だめし！！

平成3１年1月1日（火）～7日（月）期間

1月と4月の不動明王縁日

でのみ授与されている

「縁守り・開運御守」を元

旦から3日間特別に授与

いたします。

金運の象徴である小判型とカード型。

財布に入れて持ち歩けます。

　白雪稲荷小判型・カード型御守

身代不動尊
(厄除け等)もあります。

必勝を祈願した御守。

身に着けて大切な試験

等に挑みましょう！

　勝守り

表 裏

車や自転車、ランドセルなど

に貼っていただけます。

　交通安全ステッカー

開運御守り正月限定

御朱印

信長公の窮地を救った

万松寺の身代不動明王

のお守りです。

　身代不動御守・クリスタル守り

Ｂ

Ａ
Ｃ

■
お
墓
参
り

皆
さ
ん
は
ど
の
様
な
と
き
に
お
墓

参
り
に
行
か
れ
て
い
ま
す
か
？
宗
教

や
地
域
に
よ
っ
て
は
、
お
正
月
に
お
墓

参
り
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
万
松
寺
で

は
供
養
を
す
る
時
期
に
決
ま
り
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
の
時
に
功
徳
を

積
め
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
年
末
年
始
の
お
墓
参

り
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
お
墓
と
は
、
故
人
の
眠
る

場
所
、
故
人
に
と
っ
て
は
家
と
も
い
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
皆
さ
ん
が
年
末
年
始

に
行
う
大
掃
除
や
、
正
月
飾
り
、
年
始

の
ご
挨
拶
と
同
じ
こ
と
を
す
る
の
が

年
末
年
始
の
お
墓
参
り
な
の
で
す
。

大
掃
除
や
正
月
用
の
供
養
花
は
、
で

き
れ
ば
28
日
ま
で
に
済
ま
せ
た
ほ
う

が
良
い
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
29
日
は

二
重
苦
に
繋
が
る
、
30
・
31
日
は
一
夜

飾
り
と
な
り
縁
起
が
良
く
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
大
掃
除
が
終

わ
っ
た
ら
一
年
の
お
礼
を
込
め
て
お

参
り
を
し
ま
す
。
ま
た
、
年
始
に
は
、

一
年
の
無
事
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
お
参
り
を
し
ま
す
。

近
年
、
お
墓
を
持
た
な
い
方
や
墓
じ

ま
い
を
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
形
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
供

養
の
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
年
末
年
始
の
家
族
や
親
戚
が

僧
侶
が
教
え
る

仏
教
の
豆
知
識

集
ま
る
こ
の
機
会
に
、
い
つ
も
無
事
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
ご
先
祖
の
供
養

を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

万
松
寺
で
は
、
墓
地
や
納
骨
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
方
々
の
供
養
と
し

て
、
年
末
に
正
月
用
の
供
養
花
を
飾

り
、
合
同
法
要
を
１
月
２
・
３
日
に

営
み
ま
す
。

万
松
寺
の
仏
教
講
座

坐　

禅　

会　
（
定
員
：
12
名
）

毎
週
日
曜
日　

９
時
〜
10
時

写　

経　

会　
（
定
員
：
20
名
）

毎
月
第
１
土
曜
日　

16
時
〜
17
時
半

写　

仏　

会　
（
定
員
：
20
名
）

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日　

16
時
〜
17
時
半

仏
教
勉
強
会　
（
定
員
：
20
名
）

毎
月
第
３
土
曜
日　

16
時
〜
17
時
半

会　

場　

白
龍
館
４
Ｆ

講　

師　

万
松
寺
僧
侶

※

受
講
は
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
。

※

行
事
に
よ
り
日
程
お
よ
び
会
場
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

Ｗ
Ｅ
Ｂ

万
松
寺  

仏
教
講
座
　
　
検
索

電　
　

話

０
５
２-

２
６
２-

０
７
３
５
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